
2.2 技術シーズ調査 

PFAS 代替の各種加工剤について調査した。調
査結果の一部を表 2で紹介する。 

炭化水素系やシリコン系の加工剤や分析支援，

フッ素非含有の素材を使用した取り組みなどの

動向が分かった。 

 

2.3 セミナー 

令和 8年 2月 6日（金）に PFASフリーの撥水

加工技術開発の紹介と経済産業省より化学物質

管理法令に関する最新動向についての「PFAS

フリー セミナー」を素材応用技術支援センタ

ーと共同で開催した。 

 

2.4 FS 研究 

フッ素化成品代替品について，素材応用技術 

支援センターと連携して繊維に対する性能評価

を実施したところ，分散剤の課題（臭いがきつ

い，扱いにくい）が分かった。 

 

 

3. 結  言 

(1)PFAS 規制動向を調査した結果，EU では
2030 年以降の段階的禁止が検討されており，

国内企業においても将来的な規制強化を見

据えた対応が必要であることを確認できた。 

(2)PFAS 代替技術の技術シーズ調査により，炭

化水素系，シリコン系加工剤およびフッ素

非含有素材の活用などの動向を把握したが，

従来品と同等の撥水・撥油性および耐久性

を満たす技術は限定的であり，性能向上が

課題である。 

(3)FS 研究で繊維への適用評価を実施した結果，

基本的な撥水性能は確認できたが，分散剤

に強い臭気や作業性の課題が認められ，実

用化に向けた改良および工程最適化が必要

である。 
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表 2 PFAS 代替の各種加工剤や各メーカーの取り組み 

メーカー 商品名 技術要素 用途等

1 日油㈱ 長鎖アルキルユニット 繊維、紙への加工剤

2 住友ベークライト㈱ COPLUS 環状オレフィン樹脂、非極性タイプ　接触角106°

3 東レ㈱
DEWEIGHT ™
（デューエイト）

2種類のスパイラル構造を有する原糸からなるマルチ
ラフネス構造（特殊な凹凸構造）

アウター、ボトムス用途

4 関西ポリマー㈱ 各種PFASフリー塗料など

5 ダイキン工業㈱ UNIDYNE XFシリーズ 炭化水素系 テキスタイル

6 ダイキン工業㈱ UNIDYNE XPシリーズ 炭化水素系 紙

7 日華化学㈱ ネオシード シリーズ PFASフリー、架橋剤

8 日華化学㈱ ドライポン シリコン系撥水剤

9 JFEテクノリサーチ㈱ PFAS分析
素材、製品、水、排水中の
PFAS含有量分析

10 日本ゴア(同) GORE-TEX
従来のフッ素ポリマーを加工した「ePTFE」(延伸ポリ
テトラフルオロエチレン)から、「ePE」(延伸ポリエ
チレン)に変更する取り組みが進められてきた。
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抄  録 
PFAS に対する規制強化を背景に，繊維製品の撥水加工では PFAS フリー化が急速に求められてい

る。本研究では，県内企業から提供を受けた複数の PFAS フリー撥水加工剤を用いて布帛への試加工

を行い，それらの撥水性についての性能評価試験を実施した。その結果，特に非水系加工剤で加工初

期の状態では比較的良好な性能を示すことが確認できた一方で，実生産への導入に際しては課題があ

ることが示唆された。 
 
1. 緒  言 

PFAS（有機フッ素化合物）は炭素とフッ素の

非常に強固な結合を特徴とする人工化学物質で

あり，自然界には存在しない。数千種類に及ぶ

PFAS は，撥水・撥油性や耐熱性などの特性か

ら，繊維製品の撥水加工，食品包装材，消火剤，

半導体製造など多様な分野で利用されてきた。

その有用性は，C–F 結合の強さにより分子が分

解されにくく，表面に薄い膜を形成して水や油

を長期間はじく点にあり，産業用途で極めて重

宝されてきた。こうした特性は長年にわたり製

品開発を支えてきた一方で，環境負荷に関する

議論を呼び起こす要因にもなっており，近年は

規制動向を含め社会全体で注視すべき化学物質

として位置づけられている。 

この物質の特性である難分解性は環境中での

残留性や生体内蓄積を招くものとして健康影響

が懸念されるようになっており，特に PFOA

（ペルフルオロオクタン酸）や PFOS（ペルフ

ルオロオクタンスルホン酸）は発がん性や免疫

機能低下の点から国際的に問題視されている。

また，地下水や河川を通じ広範に拡散すること

による環境汚染が深刻化しており，対策の必要 

性がより強く認識されている。 

こうした背景から欧米では規制が急速に進展

している。EU では PFOS・PFOA の禁止に加え

包括規制案が示され，米国でも飲料水基準が厳

格化されるなど，規制は今後さらに強化される

見通しである。 

当然これらの動きは国内にも波及しており，

代替技術の確立が急務となっている。以上の状

況を踏まえ，県内企業の課題整理と対応支援を

目的として，上越技術支援センターと共同で

PFAS 問題に関する課題探索に取り組んだ。 

 

2. 試験と結果 

2.1 概要 

PFAS 規制強化への対応として繊維製品の撥

水加工の PFAS フリー化に取り組んでいる県内

企業複数社から PFAS フリー撥水加工剤サンプ

ルの提供を受けた。提供製品を用いて布帛への

試加工を行い，加工布について性能評価の試験

を実施した。 

 

2.2 試加工 

試加工の概要を表 1 に示す。加工用の試験布

には JIS L 0803 染色堅ろう度試験用添付白布 に
規定のポリエステル布を用いた。加工は提供企

業の示すレシピ（非公開）に従って行った。 * 素材応用技術支援センター 
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加工自体は，今回の実験室レベルの小規模な

条件では問題なく行うことができた。しかし，

有機溶剤を加工剤の分散媒として使用する非水

系の加工方法については，現在水系での加工を

行っている事業場においては，有機溶剤の臭気

に対応した作業環境の確保や適切な廃液処理等

の点から，既存設備のままでは導入が難しいこ

とが推察された。 

 

2.3 性能評価（スプレーテスト） 

スプレーテストは繊維製品の撥水性評価にお

いて最も広く用いられている試験方法である。

今回の評価では，JIS L 1092 繊維製品の防水性

試験方法 7.2 はっ水度試験（スプレー試験）に

準拠して行った。スプレーテストの実施例を図

1 に，試験結果を表 2 に示す。 

試験の評価は 1 級から 5 級までの 5 段階で行

われ，1 級が最も低く，5 級が最も高い性能を示

すが，非水系の加工を行った試験布は良好な性

能を示した。なお，この試験は加工直後の試験

布に対して行ったものであり，洗濯等の劣化操

作を行った後の性能変化の有無，程度について

は今後検証を進める必要がある。 

 

2.4 性能評価（接触角測定） 

接触角測定による加工布の撥水性評価につい

ても実施した。測定条件を以下に示す。 
  試験環境：20℃，53%RH 

  測定方法：水の滴下 60 秒後に計測 

 試験結果を図 2 に示す。撥水性が高いほど接

触角は大きくなるが，加工布は未処理に比較し 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
て大きな接触角を示した。水系と非水系の加工

の比較では非水系の方がより優れた値を示した。

この性能評価についても，洗濯等による性能変

化への影響について検証が必要である。 
 

3. セミナー 

PFAS フリー撥水加工技術及び化学物質管理

法令の規制動向に関するセミナー「PFAS フリ

ー セミナー」を開催した。 

【日時】令和 8 年 2 月 6 日(金) 
【会場】素材応用技術支援センター及びオン

ライン 

表 1 試加工の概要 

図 1 スプレーテストの実施例 

表 2 スプレーテスト結果 

加工 未処理 水系1 水系2 水系3 非水系1 非水系2

判定(級) 1/1/1 4/3/3 3/4/3 3/4/4 5/4/5 5/5/5

加工 未処理 水系1 水系2 水系3 非水系１ 非水系２

加工剤 － シリコーン系 炭化水素系 炭化水素系 シリコーン系 シリコーン系

分散媒 － 水 水 水 有機溶剤 有機溶剤
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【講演】 

「PFAS フリー撥水加工の開発」 
新潟県工業技術総合研究所 渋谷 恵太 

「経済産業省の化学物質管理政策について」    

経済産業省 産業保安・安全グループ 
化学物質管理課 係長 田中 博之 氏 

 
セミナー会場の様子を図 3 に示す。当日は会

場 21 名，オンライン 20 名，合計 41 名もの多く 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

の参加をいただき，PFAS フリーに関する技術

面の課題や今後の規制動向について情報共有と

活発な意見交換がなされるとともに，製品開発

に対しての素材応用技術支援センターの支援体

制について周知することができた。参加者への

アンケートでは，「PFAS フリー加工の種類や

性能評価の方法及び現状における性能面の課題

について理解が深められた」，「PFAS をはじ

めとする各種の化学物質の管理について多くの

情報が得られた」等の意見が寄せられた。 

 

4. 結  言 

(1)PFAS フリー加工剤による繊維製品の撥水加

工及びその性能評価を実施し，加工実施に

おける課題と現状の撥水性能について把握

した。 
(2)セミナーを開催し，PFAS 規制の動向，性能

評価事例及び製品開発支援体制について周

知，情報共有した。 
 

 

図 3 セミナー会場の様子 

図 2 接触角測定結果 
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